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 毎年、出水期の前には、沿川自治体の水防担
当者や消防署の方などと鶴見川の危険性の高い所
（重要水防箇所）を周り、現地の確認を行ってい
ます。今年は、６月１３日に鶴見川の合同巡視を
行っています。 
（写真右：重要水防箇所で説明している所） 

 

 

京浜河川のＨＰは http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/ 

 

 

日産スタジアム(2002年FIFAワールドカップ決

勝戦会場)でおなじみの新横浜公園では、鶴見川

の遊水地をかねた市内最大の運動公園として、野

球やサッカー等ができる運動広場等が横浜市に

より整備されています。 

このたび“サッカーボールをモチーフにした複

合遊具のある遊具広場”が完成し、7 月 5 日に開

園しました。 

ＪＲ横浜線小机駅から徒歩で７～８分となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

■重要水防箇所とは？ 
 『重要水防箇所』とは、堤防の大きさが不足
している箇所、洪水が堤防や地盤を浸透し湧き
出る危険性のある箇所、堤防の法崩れの危険性
のある箇所など、洪水時に危険が予想され、重
点的に巡視点検が必要な箇所を示すもので、水
防上の重要度によって２ランク（Ａ・Ｂ）に区
分しています。 

http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/�


 
 

   
 
 
 
 

鶴見川の堤防は、堤防除草後に数回に分けて堤
防点検を実施しています。 
○河川のはん濫を防ぐ堤防の役割は、特に重要で
あり、京浜河川事務所では、堤防の状態を常に監
視し、日頃より健全な状態に保つため、日々河川
巡視を行い、異状箇所の早期発見や速やかな補修
等に努めています。 
○毎年、梅雨・台風の本格的な出水期に備え、堤
防や護岸等に穴や亀裂、緩み、法崩れなどの異常
が発生していないかどうかを事務所職員が点検す
るものです。 

あ と が き 
 最近、九州を中心に梅雨前線付近で豪雨が繰
り返され、多くの被害を出しています。 

当出張所管内では、支川の矢上川、早渕川、
鳥山川が豪雨により、急激な水位上昇のおそれ
がある河川で、特に注意が必要です。 
平成２２年６月２８日１７時過ぎには、早淵

川高田橋で、１０分間で１ｍ６０ｃｍ程度の水
位上昇が起こっています。この時、寺家橋雨量
観測所（川崎市麻生区早野）で 1 時間に 68mm
の雨量を観測しています。 
 鶴見川流域の河川は、このように水位上昇が
起こりやすい河川ですので、特に注意が必要で
す。鶴見川を利用される皆さんは、携帯電話や
スマホに次のアドレスを登録し、河川情報の収
集を行って、安全に努めて下さい。 

http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/m/ 
夏休みは、鶴見川を利用される方も多いと思

われます。水難事故に気を付けて！ 
 
『新横浜出張所だより』編集長（上林喜美夫） 

 

ＪＲ小机駅の近くにある、地域防災施設鶴見川流
域センターは、流域にお住まいの皆様への情報発信
施設として、また、洪水や地震時の防災拠点となる
施設です。７月８月は、夏休み用のイベントが盛り
だくさんです。 

 新横浜出張所では、年に２回程度沿川の自治体

の方と河川敷で生活しているホームレスの方を訪

ね、生活状況を確認したり、ホームレス自立支援施

設への入居を勧めたりする合同巡視を行っていま

す。（写真左） 
今年は、今までに港北区（７月９日）の方と合同

で巡視を行いました。 
こういう取り組み等を行う中で、当出張所管内で

は、５年前の平成１８年度に４２名いた生活者が現

在２３名と１９名の河川生活者が減っています。 
また、当出張所では、毎月独自に河川巡視員によ

るホームレスの実態調査を行っています。 
 

 

【毎週火曜日が休館日です】 
住所 横浜市港北区小机町２０８１ 

電話 ０４５－４７５－１９９８ 
（鶴見川流域センター直通） 

 

 

（おすすめ企画等） 
7/29 流域パズルワークショップ 
8/9  東芝科学館出張科学教室 8/10 夜の虫探検隊 
8/11 ショートウォークとお魚とり  
8/26 生き物全みっけ 
（フィールド） 
8/1・8/14 防災チェック探検隊 
7/27・8/13 クモ観察会 8/12 チョウのビオトープ&探検隊 
（工作） 
7/25・8/19 源流の竹で生き物工作 
7/30・8/20 ストローハウスを作ろう  
8/2・8/15 びっくりバタフライ 
7/28・8/22 キラキラ水族館を作ろう  
8/5・8/17 ビオトープうちわ作り  
8/8・8/24 セミのぬけがら標本作り 
※この他、『水マス検定』など各種あります。 

 

京浜河川事務所では、平成１２年度よりリバーシビ
ックマネージャー（川の市民管理者ＲＣＭ）制度をつ
くり、市民と行政の協働によるより良い河川の維持管
理に取り組んでいます。 
平成２４年７月から活動して頂ける第７期目のＲ

ＣＭの方々（４９名）の委嘱式が７月１０日に京浜河
川事務所で行われました。 
鶴見川で活動して頂ける方は、１０名となっていま

す。（下記の写真は、新横浜出張所で活動する方々） 
 

 

 

堤防法面や堤防
上の異常を確認
しています。 

新横浜管内を
担当するＲＣＭ
の方 （々登録者は
５名）と職員で
す。 

8 月は、14
日21日は
開館しま
す。 


